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年 月 日

様

保健所記入例株式会社　代表取締役　記入　例太郎

年 10 月 1 日 ㎡

年

☑

（ ☑ □ □ ） ）

（ □ ☑ □ □ ） ）

□

（ ☑ □ □ □ ） ）

年 9 月 1 日

☑ ☑ ☑ □ ）

☑

□

年 10 月 1 日

□ 要 ☑

⑯

　 　 年 9 月 14 日 　 　

⑰

　 　 年 9 月 14 日 　 　

※　書面の構成等を改変する場合は、○番号の項目を記載した書面とすることが望ましい。

氏名 中部保健所　所長　中部　保太郎

解体等工事に係る事前調査説明書面
①発注者 住所 沖縄市美原1丁目6番28号

②元請業者 住所 那覇市泉崎1丁目2番2号

氏名

（法人にあっては、名称及びその代表者の氏名）

電話番号 098-●●●-●●●●

大気汚染防止法第18条の15第１項に基づき、解体等工事に係る石綿使用の有無に関する事前調査結果について下

記のとおり説明します。

③解体等工事の場所 沖縄市美原1丁目6番28号

④解体又は改造・補修着手年月日 2022 延床面積 200

⑤解体等工事の種類 解体　　改造・補修 階数 地上3 階建

⑥建築物等の竣工年（新築工事の
着工日記載の年を記載する）

昭和55

⑦建築物等の概要

建築物

耐火 準耐火 その他（

木造 ＲＣ造

⑨調査を終了した年月日 2022

Ｓ造 その他（

その他工作物

⑧事前調査を行った者及び当該
者が登録規定に基づく講習を
受講した講習実施機関の名称等

氏名 株式会社石綿記入例　石綿　健司

講習実施機関の名称

一般 特定 一戸建て等 その他（

⑩調査の方法 書面 目視 分析 その他（

⑪
調
査
の
結
果

⑫特定建築材料の有無
石綿有又は石綿みなし有（詳細は別紙１のとおり）

石綿無

⑬破壊しないと調査できない場
所であって、解体等が始まる前
に確認できなかった場所

床下

⑭

事

前

調

査

の

掲

示

設置予定年月日 2022

設置場所 別紙　のとおり

⑮大気汚染防止法に係る作業の
実施の届出の要否

不要
吹付、断熱材・保温材等レベ
ル１，２建材で石綿有りの場

合要とする
備考　１　特定建築材料が有り、特定粉じん排出等作業に該当する場合は別紙１を添付すること。

２　工事中に特定建築材料を見つけた場合、再度説明すること。

元請業者からこの書面の説明を受けました。

発注者氏名 中部保健所　所長　中部　保太郎

2022

2022

発注者へこの書面の説明を行いました。

元請業者氏名 保健所記入例株式会社　代表取締役　記入　例太郎

作例 １
（１枚目）

2

2022年９月14日

事前調査説明書

沖縄県○○講習機関

石綿事前調査結果
報告システム利用
者マニュアル
－詳細機能編ー

Ｐ134～

※Gビズから出力可



作例 １
（２枚目）

□

□

☑

☑

□

□

自 年 10 月 5 日

至 年 10 月 31 日

1 （ 、 ㎡ ）

2 （ 、 ㎡ ）

3 （ 、 ㎡ ）

4 （ 、 ㎡ ）

5 （ 、 ㎡ ）

6 （ 、 ㎡ ）

☑ □ □ □

年 10 月 1 日

別紙１

特定粉じん排出（石綿除去）等作業の概要

①特定粉じん排出等作業の種類

大気汚染防止法施行規則別表第７

１の項 建築物等の解体作業のうち、吹付け石綿及び石綿含有

断熱材等を除去する作業（次項及び５の項を除く）

２の項 建築物等の解体作業のうち、石綿含有断熱材等を除去

する作業（かき落とし、切断、又は破砕以外の方法で

石綿含有断熱材等に係る作業

特定建築材料を除去するもの）（５の項を除く）

３の項 建築物等の解体等作業のうち、石綿含有仕上塗材を

除去する作業（５の項を除く）

４の項 建築物等の解体等作業のうち、石綿含有成形板等を

除去する作業（１から３の項、事項を除く）

５の項 特定建築材料の事前除去が著しく困難な解体作業

６の項 建築物等の改造・補修作業のうち、吹付け石綿及び

②特定粉じん排出等作業の実施の期間
2022

2022

③特定粉じん排出等作業の対象となる建築物等
の部分における特定建築材料等の種類並びに
その使用箇所及び使用面積

吹付け石綿

石綿を含有する断熱材

詳細は別紙　のとおり

石綿を含有する保温材

石綿を含有する耐火被覆材

⑤特定粉じん排出等作業の方法が法第18条の19
各号に掲げる措置を当該各号に定める方法によ
り行うものでないときは、その理由

―

石綿を含有する仕上塗材 157.3

石綿を含有する成形板等 197.6

④特定粉じん排出等作業の方法 除去 囲い込み 封じ込め その他

⑥特定粉じん排出等作業の対象となる建築物等
の配置図及び付近の状況 別紙　のとおり

⑦特定粉じん排出等作業の工程を明示した特定
工事の工程の概要 別紙　のとおり

⑧
作
業
の
掲
示

設置予定年月日 2022

設置場所 別紙　のとおり

⑨特定工事の元請業者の現場責任者の氏名及び
連絡場所

保健所記入例株式会社　現場代理人　現場　一郎

電話番号 090-●●●●-●●●●

⑩下請負人が特定粉じん排出等作業を実施する
場合の当該下請負人の現場責任者の氏名及び
連絡場所

株式会社石綿記入例　現場代理人　石綿　健司

電話番号 080-●●●●-●●●●

※　書面の構成等を改変する場合は、○番号の項目を記載した書面とすることが望ましい。

備考　１　解体等工事が特定粉じん排出等作業（石綿排出等作業）に該当する場合に作成すること。

２　特定粉じん排出等作業（石綿排出等作業）の対象となる建築物等の配置図、付近の状況、特定粉じん排

出等作業（石綿排出等作業）工程を明示した特定工事（特定排出等工事）の工程の概要については、計画し

ている作業方法等がわかるものを添付すること（作業工程を示す日程表、図面等）。
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事前調査説明書
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結
果
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室
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床
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・
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・
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①
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①
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H
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除
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建
材
が
な
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確
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も
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区
別
す
る
た
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、
空
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に
は
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な
い
。
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部

合
計
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7.
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調
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果
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根
拠

＋
分
析
結
果
、
建
材
製
造
者
に
よ
る
証
明
書
等
を
追
加



作例 ２

1階

７.階段
(天井)

(天井・巾木・床)

2階

階段
(天井)

壁

屋
上

10.洋室
(天井）

３.和室

11.トイレ

８.和室

２.台所
（天井・床）

１.店舗

５.トイレ ６.浴室

４.玄関
（天井）

９.洋室（元和室） 7m

1.5m

9m

7m

5m

1.5m

3m

3m

2m

0.8m

2.5m 6.5m

1.5m

2m

換気扇

凡 例
石綿含有建材

(床・巾木)

(天井)

調査結果・根拠

天井：石膏
ボード
床 ：Pタイ
ル･接着剤(17.5
㎡)
巾木：ビニル
巾木･接着剤
(1.9㎡)

天井：スレートボード(32.5㎡)
床：Pタイル･接着剤(24.6㎡)
壁：ベニヤ・タイル

天井：合板
床：畳
壁：ベニヤ

天井：スレートボード(3㎡)
床：タイル
壁：ベニヤ

天井：けいカル１種(3㎡)
床：タイル
壁：タイル

天井：プラ
床：タイル
壁：コンクリート

天井：合板
床：畳
壁：合板

天井：石膏ボード
床：フローリング
壁：合板

天井：スレートボード(21㎡)
床：フローリング
壁：合板

外壁店舗側(1F･2F):サイディングボード(30.5㎡) けいカル１種(7㎡)
外壁他３面(1F･2F):仕上塗剤、下地調整剤ド(157.3㎡) けいカル１種(33㎡)

天井：プラ
床 ：Pタイル･接着剤(3㎡)
巾木：ビニル巾木･接着剤(0.7㎡)

天井：スレートボード(3㎡)
床：木
壁：ベニヤ

※石綿含有の箇所、使用面積、寸法を記載してください
※天井、床・巾木、壁、外壁等の使用建材を記載してください

5
＋分析結果、建材製造者による証明書等を追加



作例 ３

6

資格者情報

石綿作業主任者

※「石綿除去作業」や「取り残しが無いことの確
認」に必要な資格です。

事前調査者

※「石綿事前調査」や「取り残しがないことの確
認」に必要な資格です。

※資格証のコピーを添付してください。
※工作物の「取り残しがないことの確認」は、石綿
作業主任者が行う



作例 ４

対象建築物の住所：沖縄市美原1-6-28
対象建築物の概要：TYUBUHO店 店舗兼住居 地上２階建て

１.付近の状況図
（作成例）

２.建築物の配置図
（作成例）

●沖縄税務署

中部合同庁舎

美里公園

美原小学校

コザ十字路

国

道
3
2
9

県道75号線 赤道十字路→←胡屋十字路

←

知

花

高

原→

対象建築物

x

x
x

x

x

x

駐車場

駐車場

駐

車

場駐車場

駐車場

対象建築物

中部合同庁舎

駐車場

隣

接

店
舗
等

道路
美里公園

出入り口

出入り口

駐車場

書庫

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ

揚水ポンプ室

警備室

警備室

犬

舎

石綿作業掲示板

駐車場

出入り口

石綿一時保管場所

保管場所掲示板
（廃棄物）

7

建築物等の配置図及び付近の状況図



作例 ５作業方法説明書（作業フロー図）

－吹付石綿・断熱材等を負圧隔離で除去する工法

事前調査結果、工事実施の掲示、立入禁止措置

隔離養生・集じん・排気装置の設置

集じん・排気装置の点検・確認
作業場内及びセキュリティゾーンの負圧確認

粉じん飛散抑制剤の散布

吹付石綿・断熱材等の除去

廃石綿等を梱包し粉じん飛散防止処理剤等で処理

廃石綿等を作業場外へ搬出・保管

除去面・養生面・使用資機材・工具・床面の清掃

取り残しがないことの確認

養生解体

除去材料、隔離シート等廃棄物の場外搬出

最終清掃

集じん・排気装置による換気（1.5時間以上）

除去面・養生面へ粉じん飛散防止処理剤を散布

負圧隔離養生内部の空気中石綿濃度の測定

集
じ
ん
・
排
気
装
置
に
よ
り
負
圧
化

差
圧
計
・
デ
ジ
タ
ル
粉
じ
ん
計
等
に
よ
る
漏
え
い
の
監
視

取
り
残
し
が
あ
れ
ば
繰
り
返
す

※より詳細な手順は「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏え
い防止対策徹底マニュアル」P123を参照

1
f/L
以
上
で
あ
れ
ば
繰
り
返
す

8



作例 ５作業方法説明書（作業フロー図）

－吹付石綿・断熱材等をグローブバッグで除去する工法

事前調査結果、工事実施の掲示、立入禁止措置

グローブバッグの装着

吹付石綿・断熱材等の除去

取り残しがないことの確認

最終清掃

HEPAフィルタ付き真空掃除機でバッグ内を吸引・密封

除去面へ粉じん飛散防止処理剤を散布

粉じん飛散抑制剤を散布・浸透させる取
り
残
し
が
あ
れ
ば
繰
り
返
す

※より詳細な手順は「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏え
い防止対策徹底マニュアル」P173を参照

9



事前調査結果、工事実施の掲示、立入禁止措置

隔離養生（負圧不要）

石綿含有産業廃棄物等を作業場外へ搬出・保管

除去面・養生面・使用資機材・工具・床面の清掃

取り残しがないことの確認

養生解体

除去材料、隔離シート等廃棄物の場外搬出

最終清掃

除去面・養生面へ粉じん飛散防止処理剤を散布

除
去
作
業
中
は
噴
霧

等
を
継
続
し
、
湿
潤

状
態
を
維
持

取
り
残
し
が
あ
れ
ば
繰
り
返
す

作例 ５作業方法説明書（作業フロー図）

－仕上塗材を電気グラインダー等を使用して除去する工法

水・薬液等の散布により湿潤

電気グランインダー等により仕上塗材を除去

石綿含有産業廃棄物等を梱包し飛散抑制剤等で処理

※より詳細な手順は「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏え
い防止対策徹底マニュアル」P212を参照
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事前調査結果、工事実施の掲示、立入禁止措置

下部床面・周辺の養生

石綿含有産業廃棄物等を作業場外へ搬出・保管

除去面・養生面の拭き取り清掃

取り残しがないことの確認

養生解体

除
去
作
業
中
は
噴
霧

等
を
継
続
し
、
湿
潤

状
態
を
維
持

取
り
残
し
が
あ
れ
ば
繰
り
返
す

作例 ５作業方法説明書（作業フロー図）

－仕上塗材を電気グランンダー等を使用せず除去する工法

水・剥離剤等の散布・塗布により湿潤

電気はつり工具・ケレン棒等により仕上塗材を除去

石綿含有産業廃棄物等を梱包し粉じん飛散防止処理剤で処理

※より詳細な手順は「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏え
い防止対策徹底マニュアル」P211を参照

最終清掃

11



事前調査結果、工事実施の掲示、立入禁止措置

隔離養生（負圧不要）

石綿含有産業廃棄物等を作業場外へ搬出・保管

除去面・養生面の拭き取り清掃

取り残しがないことの確認

養生解体

除
去
作
業
中
は
噴
霧

等
を
継
続
し
、
湿
潤

状
態
を
維
持

取
り
残
し
が
あ
れ
ば
繰
り
返
す

作例 ５作業方法説明書（作業フロー図）
－ケイ酸カルシウム板第一種を除去する工法

水・剥離剤等の散布・塗布により湿潤

手工具でできるだけ原型のまま除去

石綿含有産業廃棄物等を梱包し粉じん飛散防止処理剤で処理

※より詳細な手順は「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏え
い防止対策徹底マニュアル」P184を参照

最終清掃

※「隔離養生」とは、除去面以外を全面的に養生することであり、開口部養生で
は不十分です。
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事前調査結果、工事実施の掲示、立入禁止措置

下部床面・周辺の養生

石綿含有産業廃棄物等を作業場外へ搬出・保管

除去面・養生面の拭き取り清掃

取り残しがないことの確認

養生解体

除
去
作
業
中
は
噴
霧

等
を
継
続
し
、
湿
潤

状
態
を
維
持

取
り
残
し
が
あ
れ
ば
繰
り
返
す

作例 ５作業方法説明書（作業フロー図）

－その他の石綿含有成形板等を除去する工法

水・薬液等の散布により湿潤

手工具でできるだけ原型のまま除去

石綿含有産業廃棄物等を梱包し粉じん飛散防止処理剤で処理

※より詳細な手順は「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏え
い防止対策徹底マニュアル」P186を参照

最終清掃

（フレキシブルボード、石膏ボード、シーリング、パッキン等）

※接着剤はこの分類に区分されますが、電動工具を用いる場合は仕上塗材の工法
に準じた対策が必要です。
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作例 ６

（１）ＨＥＰＡフィルタ付き集じん・排気装置の性能

High：250㎥/hr
Low ：100㎥/hr

（３）ＨＥＰＡフィルタ付き集じん・排気装置の設置台数計算

作業場内の空気を、１時間に４回換気できる能力を確保する。

必要な換気能力 ＝ 全体体積 × ４ ＝ 246㎥ × ４ ＝ 984㎥

必要な設置台数 ＝ 必要な換気能力 ÷ 集じん・排気装置１台の換気能力
＝ 984㎥ ÷ 250㎥/hr
＝ 3.936

→ ４台をHighで稼働すれば必要な能力を確保できる

（２）作業場・セキュリティゾーンの体積計算

作業場体積
＝ 床面積 × 高さ ＝ 80㎡ × ３ｍ ＝ 240㎥

セキュリティゾーン体積
＝ 幅 × 奥行 × 高さ ＝ １ｍ × ３ｍ × ２ｍ ＝ ６㎥

全体体積 ＝ 作業場体積 ＋ セキュリティゾーン体積
＝ 240㎥ ＋ ６㎥
＝ 246㎥

14

作業方法説明書（集じん・排気装置設置台数計算書）



作例 ７

（１）測定時期・箇所・条件・管理指標

（敷地平面図）

店舗棟 立体駐車場

③

③ ③

③

②

①

④

管理
指標
(f/L)

採気
量
(L)

測定
時間
(min)

測定流
量

(L/min)

測定
点数

測定箇所測定時機期

1未満60012051①セキュリティゾーン入口

作業中 1未満60012051②集じん・排気装置の排気口

1未満2400240104③施工区画の外周

1未満240024051④作業場内養生解体前

（２）測定結果が管理指標を超過した場合の対応

管理指標超過時の対応測定箇所測定時機

作業中に判明した場合、作業を一時停止し
て原因調査・改善措置を講じ、粉じんの漏え
いが無くなったことを確認してから再開する
保健所に連絡し、指導を受ける
周辺住民等に漏えい事実の説明を行う

①セキュリティゾーン入口

作業中 ②集じん・排気装置の排気口

③施工区画の外周

作業場内の清掃・換気等を行い、再度測定
する
管理指標を下回るまで測定・清掃等を繰り
返す

④作業場内養生解体前
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作業方法説明書（石綿濃度測定計画）



作業区画平面図

※石綿含有箇所、養生範囲を記載

※清掃が確実に行える養生計画になっていること

1階

７.階段
(天井)

(天井・巾木・床)

壁
３.和室

２.台所
（天井・床）

１.店舗

５.トイレ ６.浴室

４.玄関
（天井）

9m

7m

5m

1.5m

2.5m 6.5m

1.5m

2m

換気扇

(天井)

石綿含有箇所

養生範囲

作例 ８
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作
例

９

（
作

成
例

）

特
定

工
事

の
名

称
作

 成
 日

T
Y
U
B
U
H
O
店
舗
兼
住
居
の
石
綿
除
去
工
事

R
4
.4
.1
4

４
月

5
月

６
月

1
5

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

1
1
4

内
　

　
　

容
金

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

土
日

月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

土
備

　
考

大
気
汚
染
防
止
法
等
に
係
る
届
出

(届
出
対
象
の
場
合

　
石
綿
除
去
工
事
の
1
4
日
前
ま
で
)

事
前
調
査
結
果
報
告
(都
道
府
県
へ
電
子
報
告
等
)※
1

★

事
前
調
査
結
果
及
び
作
業
内
容
の
掲
示
　
※
２

準
備
工

共
通
仮
設
工

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工

　
　
準
備
・
資
機
材
搬
入

　
　
作
業
前
清
掃

　
　
　
天
井
材
（
け
い
カ
ル
板
第
１
種
）

　
　
　
天
井
材
（
ス
レ
ー
ト
ボ
ー
ド
）

　
　
　
巾
木
・
床
材
（
接
着
剤
含
む
）

　
　
　
外
壁
（
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
）

　
　
　
軒
天
（
け
い
カ
ル
板
第
１
種
）

　
　
　
外
壁
（
仕
上
塗
材
・
下
地
調
整
材
）

　
　
廃
棄
物
の
保
管
・
処
理

★
処
分

　
　
作
業
記
録
の
作
成
・

　
　
発
注
者
へ
の
石
綿
除
去
完
了
報
告
・

　
　
記
録
の
保
存

工
事
中

写
真
記
録

電
気
設
備
撤
去
工

機
械
設
備
撤
去
工

内
部
・
外
部
解
体
工

直
接
仮
設
工

躯
体
解
体
工

外
構
撤
去
工

 
※

１
石

綿
の

事
前

調
査

報
告

は
解

体
工

事
（
外

構
工

事
等

～
）
着

手
前

に
要

実
施

。
※

２
掲

示
に

つ
い

て
は

、
解

体
等

の
作

業
の

開
始

か
ら

終
了

ま
で

工
事

期
間

を
通

し
て

行
う

。

沖
縄
県
解
体
工
事
株
式
会
社
　
沖
縄
石
綿
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

沖
縄
市
美
原
1
-
6
-
2
8

中
部
　
保
太
郎

５
．

工
　

程
　

表

解
体

工
事

期
間

　
至

施
工

者
(元

請
け

）
下

請
（
石

綿
除

去
）

工
事

の
場

所
発

注
者

解
体

工
事

期
間

　
自

R
4
.4
.2
5

現
場
　
一
郎

石
綿
　
健
二

作
成

者
現

場
責

任
者

R
4
.6
.1
4

養
生

除
去
清
掃

※
レ
ベ
ル
１
、
レ
ベ
ル
２
は
大
気
汚
染
防
止
法
に
係
る
届
出
要
。
作
成
例
は
、
レ
ベ
ル
３
建
材
及
び
仕
上
塗
材
の
た
め
、
大
気
汚
染
防
止
法
に
係
る
届
出
不
要
。

養
生
除
去

清
掃

養
生

除
去

清
掃
養
生

除
去
清
掃

養
生

除
去 清
掃 養
生

除
去

清
掃

※
本
作
成
例
で
は
、
石
綿
除
去
工
事
以
外
は
省
略
し
て
い
ま
す
が
、
解
体
工
事
の
工
程
含
め
作
成
し
て
下
さ
い
。
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作例 10
（１枚目）

様式第３の４ 

特定粉じん排出等作業実施届出書 

 

                                  年     月     日 

     中部保健所長 殿 

沖縄市美原1丁目6番28号 

届出者  中部保健所 所長 中部 保太郎 

098-●●●-●●●● 

 吹付け石綿又は石綿を含有する断熱材、保温材若しくは耐火被覆材に係る特定粉じん排出等作業を実
施するので、大気汚染防止法第18条の17第１項（第２項）の規定により、次のとおり届け出ます。
 

 届 出 対 象 特 定 工 事 の 場 所 

沖縄市美原1丁目6番28号 
 

（届出対象特定工事の名称）中部保健所解体工事 

届出対象特定工事の元請業者又は自

主施工者の氏名又は名称及び住所並

びに法人にあっては、その代表者の氏

名 

保健所記入例株式会社 代表取締役 記入 例太郎 

那覇市泉崎1丁目2番2号 

 
 特定 粉じん 排出 等作業の種類 大気汚染防止法施行規則別表第７ 

１の項 建築物等の解体作業（次項又は５の項を除く） 
２の項 建築物等の解体作業のうち、石綿を含有する断熱材、保

温材又は耐火被覆材を除去する作業（掻き落とし、切断、
又は破砕以外の方法で特定建築材料を除去するもの）（５
の項を除く） 

５の項 特定建築材料の事前除去が著しく困難な解体作業 
６の項 改造・補修作業          1  (件) 

特定粉じん排出等作業の実施の期

間 

自 2022年  10月  5日 

至 2022年  10月 31日 

※整 理 番 号 
 

※受理年月日 
 

 特 定 建 築 材 料 の 種 類 １ 吹付け石綿 
２ 石綿を含有する断熱材 
３ 石綿を含有する保温材 
４ 石綿を含有する耐火被覆材 

※審 査 結 果 
 

 特 定 建 築 材 料 の 使 用 箇 所  見取図のとおり。 

 特 定 建 築 材 料 の 使 用 面 積         20  ｍ2 

 特定 粉じん 排出 等作業の方法  別紙のとおり。 

参 

考 

事 

項 

 特 定 粉 じ ん 排 出 等 作 業 の 

対象となる建築物等の概要 

 建築物（耐火・準耐火・その他） 

  延べ面積 300ｍ2（ ３階建） 

※ 備  考  
 

その他工作物 

 届出対象特定工事の元請業者又は

自主施工者の現場責任者の氏名及

び連絡場所 

保健所記入例株式会社 現場代理人 現場 太朗 

那覇市泉崎1丁目2番2号 

電話番号 098-●●●-●●●● 

下請負人が特定粉じん排出等作業

を実施する場合の当該下請負現場

責任者の氏名及び連絡場所 

株式会社石綿記入例 現場代理人 石綿 健司 

那覇市泉崎1丁目2番2号 

電話番号 098-●●●-●●●● 

備考 １ 吹付け石綿又は石綿を含有する断熱材、保温材若しくは耐火被覆材に係る特定粉じん排出等作業の対象となる建築物等

の部分の見取図を添付すること。見取図は、主要寸法及びこれらの特定建築材料の使用箇所を記入すること。 

２ 参考事項の欄に掲げる事項は必須の記載事項ではないが、同欄に所定の事項を記載した場合は、同欄をもって、大気汚

５
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※レベル１、２の届出に必要です



作例 10
（２枚目）別紙 

 

特定粉じん排出等作業の方法 

 
 

 特定粉じん排出等作業における措置 
  除 去 ・ 囲い込み ・ 封じ込め ・ その他 

特定粉じん排出等作業の方法が大気 
汚染防止法第18条の19各号に掲げる 
措置を当該各号に定める方法により 
行うものではないときは、その理由 

非該当 

 集 

 じ 

 ん 

 ・ 

 排 

 気 

 装 

 置 

機 種 ・ 型 式 ・ 設 置 数 ２ 

排 気 能 力 （ ｍ 3 ／ m i n ）     60㎥/min   （１時間当たり換気回数  ４回） 

使用するフィルタの種類及び 

その集じん効率(％) 
HEPAフィルタ 99.97%以上 

 使 用 す る 資 材 及 び そ の 種 類 
HEPAフィルター付き集じん機、粉じん飛散防止処理剤、デ

ィスクサンダー、養生用シート（厚さ0.15mm）、養生テープ
等 

その他の特定粉じんの排出又は 

飛散の抑制方法 
非該当 

 

備考 １ 本様式は特定粉じん排出等作業ごとに作成すること。 

２ 使用する資材及びその種類の欄には、湿潤剤・固化剤等の薬液、隔離用のシート・

接着テープ等の特定粉じん排出等作業に使用する資材及びその種類を記載すること。 

３ その他の特定粉じんの排出又は飛散の抑制方法の欄には、大気汚染防止法施行規則

別表第７に規定する「同等以上の効果を有する措置」の内容、散水の方法、囲い込み

又は封じ込めの方法等を記載すること。 

４ 作業場の隔離又は養生の状況、前室及び掲示板の設置状況を示す見取図を添付する

こと。見取図は、主要寸法、隔離された作業場の容量（ｍ 3）並びに集じん・排気装置

の設置場所及び排気口の位置を記入すること。  
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